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 ユニバーサル・ペーパー株式会社 (UP) 

                  APP は持続可能な開発目標 

                   (SDGs)を支援しています。 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【エコプロ２０２４】 ご来場ありがとうございました 

気候変動の危機を提起した上で、ブース内では売上の一部を寄付

してインドネシアの荒廃林を再生する「森の再生プロジェクト～いっ

しょにＳＤＧｓに取り組もう！～」(以下、森Ｐ)を中心に、ＡＰＰの取り組み

や森Ｐ対象製品を紹介しました。現地で森Ｐを推進するベランターラ

環境保護基金のドリー事務局長が今年も来日し、直接寄付をされた

お客様や現地を訪問されたお客様を招いて感謝状をお渡ししました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

APP COP２９に参加 

こんなところに「森の再生プロジェクト」ロゴ 

エイピーピー・ジャパン株式会社(以下、ＡＰＰジャパン)とユニバー

サル・ペーパー株式会社(以下、ＵＰ)は、２０２４年１２月４日から６日に

かけて東京ビッグサイト（東京都江東区）で開催された「エコプロ２０

２4」に出展しました。 

また、短い時間でＡＰＰの特徴が分かるクイズには多数の小中学生

が参加し、SDGｓ学習の参考になるような森Ｐニュースレター『インドネ

シアの森を守る』をティシュと共にクイズ参加者にお配りしました。 

企業と高校生の協創によるワークショップ開催 
～筑坂高校主催の高校生国際ＥＳＤシンポジウム～ 

感謝状進呈 

天河製菓株式会社様 

２０２４年１１月９日、筑波大学附属坂戸高等学校（以下、筑坂高校）にて第１３回高校生

国際ＥＳＤシンポジウムが開催されました。その分科会の一つ「企業と高校生による持続可能

な社会づくりへの挑戦」は、今夏のインドネシア・フィールドワークに参加した筑坂高校生徒７

名と愛媛大学附属高等学校（以下、愛大附属高校）生徒３名を中心に運営され、ＡＰＰ本社

及びジャパンの関係者はベランターラ環境保護基金と共にオンラインで参加しました。 

分科会の司会進行は、昨年のツアーに参加した先輩大学生が務めました。本ツアーは、筑

波大学との高大接続科目の授業として実施されており、ＡＰＰ本社や工場見学のほか、森Ｐ

現場での記念植樹や地域住民支援など社会貢献活動の現地視察が行われます。その体験

を通じて、生徒の皆さんが探究した内容を英語字幕付き動画に編集し、分科会に招待した

筑坂高校進学を目指す中学生と保護者の方々に向けて発表しました。 

次に、生徒皆さんの企画による参加型ワークショップが続きました。これは、（裏面につづく） 

 

株式会社チンタイバンク様 
「miniminiカレンダー」 

株式会社吉岡様 
「自社カレンダー」 

青の炭酸水様 
「名刺」 

２０２４年１１月１１日～２２日

に第２９回気候変動枠組条約

国会議（COP29）がバクー（ア

ゼルバイジャン共和国）で開催

され、ＡＰＰからはサステナビリ

ティ担当役員のエリム・スリタバ

らが参加しました。 

COP２９の主題である気候

変動資金に関連して、再生可能

エネルギーへの投資や地域社

会への支援など、民間セクター

の投資が果たす役割の重要性

を強調しました。 

株式会社坂本製菓様 
「二色芋栗きんつば」 

天河製菓株式会社様 
「焼き芋まんじゅう」 

 

 

 

 

ＡＰＰ中国サステナビリティ
報告書２０２３を公開 

 

この度、ＡＰＰ中国のサステ

ナビリティ報告書２０２３（英語

版）が公開されました。 

ＡＰＰ中国全体、並びに各工

場におけるＥＳＧ各種取り組み

や、「ＡＰＰ Sustainability 

Roadmap Vision ２０３０」の

目標に対する対応状況ついて

説明しています。以下のリンク

からご参照ください。 

http://www.app-

j.com/topics/attach//2024/09/20

23_APP-China.pdf 

 

 

 

天河製菓株式会社 
河上社長 

エコプロ２０２４におけるブースの様子 

森Ｐニュースレター 
『インドネシアの森を守る』 

ＡＰＰジャパン/ＵＰブース 

http://www.app-j.com/topics/attach/2024/12/84cb05759e634cbf7227ae716e8eb78c.pdf
http://www.app-j.com/topics/attach/2024/12/84cb05759e634cbf7227ae716e8eb78c.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=lvaZDHjdKdw
http://www.app-j.com/topics/attach/2024/09/2023_APP-China.pdf
http://www.app-j.com/topics/attach/2024/09/2023_APP-China.pdf
http://www.app-j.com/topics/attach/2024/09/2023_APP-China.pdf
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「ＡＰＰはこう考える」～インドネシア産の紙製品～ 

「一柳良雄が問う日本の未来」にＡＰＰ役員出演 

インドネシア産の紙製品は植林木１００%を謳っているが、森林

破壊に繋がっている！と批判されることがあります。 

その理由は、植林地開発のために３０年間も自然林の伐採を続

けている、森に火をつけて森林火災を引き起こしている、さらに地

域住民の権利を無視して土地を収奪している、というものです。 

ＡＰＰは、過去の森林開発を合法的でしたが持続可能性の点で

完璧でなかったと反省し、２０１３年から自然林伐採ゼロを誓約し

ています。火を使うことは１９９４年時点より禁止しています。 

土地紛争は、２０１３年にＦＰＩＣ方針*の順守を誓約して以来、建

設的な対話ができるコミュニティの多くと紛争を解決済みです（全

体の６７％）。第三者利権が絡んだり、対話が難しいなど、自社だけ

では解決できないケースが残存し、困難を伴っています。 

１２月１４日、ＢＳテレビ東京のビジネス番組「一柳良雄が問う 

日本の未来」に、ＡＰＰのサステナビリティ担当役員エリム・スリタバ

が出演し、森林資源を使う紙づくりの過去・現在・未来に関するイ

ンタビューの様子が放送されました。 

５０５０ 

中学生の企業訪問プログラムを継続実施 

今年の１０月から１２月にかけて、昭和学院中学校(千葉県市川

市)、練馬区立開進第三中学校、市川市立第二中学校、そして新

潟市立木戸中学校の計４校２３名の学生をお迎えしました。 

各回において、ＳＤＧｓ達成に向けたＡＰＰグループの取り組みを

紹介した後に学生さん達の質問に回答し、森Ｐ対象製品のティ

シュなどＡＰＰ製品を記念にお持ち帰りいただきました。 

森の再生プロジェクト～いっしょにＳＤGｓに取り組もう！～ 参加方法  

1．プロジェクトの対象製品を購入する 

2．個人・法人等で寄付をお考えの方  

(sustainability@appj.co.jp までお問い合わせください) 

APP環境新聞バックナンバー 
 
こちらよりご覧いただけます 

http://www.app-j.com/topics/1673.html 

 

 １１月２１日、駐日インドネシア大使公邸に

おいて、ＡＰＰジャパンとＵＰはインドネシア産

品の輸出貢献企業として表彰を受けました。 

コピー用紙やティシュなどを長年に渡り日

本に紹介してきた功績が認められたもので

す。両社製品をご愛顧いただいている皆様

に、厚くお礼申し上げます。 

Ｔｒａｄｅ Ｅｘｐｏ Ｉｎｄｏｎｅｓｉａにてアワード受賞 

経済産業新報に記事掲載 
～高校生によるインドネシア・フィールドワーク～ 

筑坂高校と愛大附属高校の生徒さん達が今

夏に参加したインドネシア・フィールドワークの様

子について、経済産業新報１１月１５日号と１２月

１５日号の２回に渡り記事掲載されました。 

記者の同行により、ＡＰＰに関係する全旅程の

詳細な取材記事とともに、参加した学生さん達の

感想も紹介されました。 

 

「自分はインドネシア視察に行くことができたので、インドネシアの課題を自分ごとにすること

ができた。しかし、現地に行けない人も多い。ぜひ、自分が分かりやすくエシカル消費の重要

性を伝えていきたい」という動画内の生徒さんの言葉を具現化したものです。買い物を題材

にして、持続可能な社会に向けて自分達に何ができるか中学生に議論してもらいました。 

最後に、その様子を見ていたＡＰＰ関係者とドリー博士が振り返りのコメントを寄せて分科

会は終了しました。今回の動画は、本年１２月に開催されたエコプロ２０２４のＡＰＰジャパン/

ＵＰブース内においても、企業と学校の連携事例として上映・紹介されました。 

２０２４年度秋季、組織内のＳＤＧｓ意識・実践向上を目的に、一

般社団法人日本エシカル推進協議会（以下、JEI）による『JEI Ｓ

ＤＧｓサーベイ』を実施しました。 

ＡＰＰジャパンでは、２０１９年から６回目調査、ＵＰは２０２１年か

ら４回目調査となります。経年調査を通じて、ＳＤＧｓを「学習したの

でよくわかって行動している」回答者はＡＰＰジャパンにおいて５

６％と、一般回答よりも高い結果に至るものの、２０２２年度をピー

クに比率が減少し、ＵＰはそれを追いかける結果となっています。 

今後も継続して取り組みを強化し、ベストプラクティスに近づけ

るよう、両社連携による組織内共有を推進してまいります。 

今年も JEI ＳＤＧｓサーベイを実施しました！ 

 

 

植樹面積： ９４ヘクタール 

植樹本数： ５１，８９６本 

 

 

 

森Ｐ進捗状況 

写真 

（左上）昭和学院

中学校 

（右上）練馬区立

開進第三中学校 

（左下）市川市立

第二中学校 

（右下）新潟市立

木戸中学校 

●１２月２８日９時２９分まで「ネットもテレ東」や 

「TVer」にて見逃し配信をご視聴できます。 

●番組のダイジェスト版はこちらから 

https://www.youtube.com/watch?v=PGlSobjg_Mo 

 

２０２４年１１月現在 

 

フィールドワーク報告動画 ワークショップの様子 

大使より表彰を受ける 

＊FPIC（Free, Prior and Informed Consent/十分に情報を与えられた上での自由意思

に基づく事前の合意）、土地開発にあたり先住民や地域住民の権利を守るための交渉方針 

https://www.econetworks.jp/translationtips/2018/09/fpic/
mailto:sustainability@appj.co.jp
http://www.app-j.com/topics/1673.html
https://www.youtube.com/watch?v=lvaZDHjdKdw&t=1s
https://video.tv-tokyo.co.jp/nippon_mirai/
https://tver.jp/series/src90wt863
https://www.youtube.com/watch?v=PGlSobjg_Mo

